
 Guitar dream 36-39 号掲載 

         前川仁之 

第 1 回 

デ・ラ・マーサとアントニオ・ホセが生まれたスペイン北部の町ブルゴス。 

ロドリゴの「アランフェス協奏曲」は、デ・ラ・マーサの求めに応じて作曲されたも

ので、スペイン内戦の終結と時を同じくして完成した。そして、フランコ将軍による

独裁政治に入っていく。この曲は、共和主義の挽歌か、フランコ独裁の凱旋歌か。 

ロルカによる「ロルカ前奏曲集：オルティス編曲版」。ロルカは、スペイン内戦勃発

直後、グラナダ反乱軍の手で射殺されている。同じように、ホセも銃殺された。 

体制側にいたと思われるデ・ラ・マーサ。体制側に射殺されたホセとロルカ。この関

係を探るべく取り組まれたのがこの論文である。 

（補足）デ・ラ・マーサの弟であるエドヴァルドは、「メロディーと和声からなる音楽

全体を満たしてくれる楽器がギターである」とした。 

 

第 2 回 

19 世紀までのギター界のレパートリーは、二つの柱で支えられてきた。 

一つは、ギターの名手たちが創る曲で、ソル、アグアド、タレガらが残したもの。も

う一つの柱は、タレガのショパンのノクターンを編曲したような編曲物。そこに 20

世紀には新しい柱が加わる。それが、ギター弾きでない作曲家が創る曲だ。その第 1

曲目が、ファリャの「賛歌：クロウド・ドビュッシーの墓」だ。この曲は、ドビュッ

シーの追悼企画の依頼を受け作曲されたものである。 

 

第 3 回 

アントニオ・ホセの作風は、故郷ブルゴスの民謡をそのまま主題にしている曲が多い。 

ホセは、労働者 150 人からなる合唱団の指揮をしていたことからもわかるように、進

歩的社会主義の考えの持ち主だったようだ。 

ホセは、デ・ラ・マーサのために「ソナタ」を書き始める。ソナタの第 1 楽章は、共

和制の誕生直後に、より良い世になるための挑戦が始まり、希望が不安を組み敷いた

時に生まれた。これは、「スペイン共和国国家」を書いた次の曲になる。この「ソナ

タ」の主題は、既成の民謡からとられたものでなく、主題を作っている。 

 

第 4 回 

「ソナタ」の核となるものは音価の比である「リズム」である。第 1 主題は、長・短

のリズムで音価は３：１である。第 2 主題は、短・長のリズムで、音価は１：３であ

る。第 1 楽章は、この 2 つの対照的なリズムからなっている。 

1 小節目、6 弦すべて開放弦であり、これは、ギターとホセの合作である。ギターの

個性なくしては生まれなかった。ホセの野心は、明らかに土地との結びつきを断って、

より広く「西洋音楽」の世界を目指していた。国王という体制から、共和制という普

遍的な政治体制に到達したスペインと同じように。（1 楽章の分析が詳細になされる） 

3 楽章の「悲しみのパバーヌ」においても、この主題は引き継がれている。 

 

＊まだまだ、続くこの論文も、廃刊とともにここで終わる。 


